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令和６年３月２２日発行 

北海道札幌伏見支援学校  学校だより 

 

「令和５年度が終わるにあたって」 

                        北海道札幌伏見支援学校長 倉 科 辰 男 

 

 今月上旬に小・中学部、高等部の卒業式が行われました。高等部三年生は十二年の学校教育

を終え、社会へと旅立ちました。今後の人生に幸あれと願うばかりです。 

さて、今年早々、石川県能登半島で大きな地震が発生し多くの方が被災されました。あらため

て被災された方々にお見舞いを申し上げますとともに、一刻も早い復興を心よりお祈り申し上

げます。その翌日には羽田空港での航空機の衝突事故が発生しましたが、乗務員の適切な対応

により乗客乗員全員の命に別状がないところとなりました。航空会社の不断の非常時訓練が功

を奏したのだと思います。また二月には、給食で提供されたうずらの卵がのどに詰まり、小学一

年生が命を落とすという痛ましい事故がありました。あってはならない事故を受け、即日本校

の教職員に対し注意喚起をしたところです。このような事故を自分事として捉え、未然防止を

含めた学校安全の徹底を図っていきたいと考えます。 

  

 昨年末に実施した学校評価がまとめられ、現在ホームページに掲載されています。協力いた

だいた保護者アンケートでは、多くの項目で A 評価（十分である）という結果となりました。意

見欄にも教職員に対する感謝の言葉が寄せられており、心の支えとなりました。ありがとうご

ざいました。 

 その中で、お子さんが「学校が好きで楽しんでいる」という記述がありました。年度初めの学

校だよりで「登校は目当てを。下校は期待を。」と書きましたが、そのお子さんはきっと自分な

りの目標をもって学校生活を送っていたのではないかと思います。「勉強」「学習」という言葉は

どことなく窮屈なイメージがありますが、「知ること」「分かること」「発見すること」は本来う

れしいことで、それは何歳になっても感じることです。「知る喜び」「分かる喜び」「できる喜び」

が楽しい毎日を送る糧となるのだと思います。 

 これまでの本校へのご理解に感謝申し上げますとともに、来年度もご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 



卒業式の様子 

 
【小学部】 

３月１４日(木)に小学部第８回卒業証書授与式が行われました。小学部６年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 
卒業証書授与式では緊張しながらも、一人一人が立派にステージに上がり、証書を受け取ることができました。５

年生からの温かいビデオメッセージやお祝いの言葉を受け、卒業生の言葉では図工で制作した絞り染め T シャツや学

習発表会で踊ったダンス、大谷選手から寄贈されたグローブを使った投球を披露することができました。 

この６年間で大きく成長を見せてくれた１４名のみなさん、４月からは新中学１年生となります。これからも自分

の得意なことをさらに伸ばして、益々飛躍していくことを期待しています。 

 
 

【中学部】 
中学部第３学年のみなさん、卒業おめでとうございます。３年前の４月に、緊張した面持ちで参加した入学式から早３年、沢

山の友達や先生方と出会い、勉強や行事に参加しながら、日々成長していくみなさんを見守り、本日無事に卒業式を共に迎え

ることができたことを心より喜ばしく思います。 

イメージが難しかった「卒業」という儀式行事でしたが、式の練習を重ねながら中学生が終わり高校生になるという意識が

高まっていきましたね。それに伴って練習にも力が入っていったことを先生たちは感じていました。 

式当日は、自分の中で一番の緊張と期待感を持って参加できました。堂々とした姿を見たお父さんやお母さんは、「一人じ

ゃ・・」「誰か付いていないと・・」といった心配も、今日で一緒に卒業だねと安心できたのではないでしょうか。 

さて、４月からは新しい生活が始まります。新たな環境で、新たな仲間と共に、新たな経験を力一杯楽しんでくださ

い。そうすれば素晴らしい高校生活になるはずです。先生方はいつでも見守り、応援しています。進め！札幌伏見支援

学校中学部卒業生！！ 

 
 

【高等部】 
 ３月８日（金）に高等部３学年の卒業証書授与式が行われました。高等部生活最後の日の晴れ舞台、学年一同で協力

して練習に取り組みました。卒業式当日は、一人一人立派に卒業証書を受け取り、卒業証書を持って堂々と歩く姿は

社会へ旅立つ力強さを感じました。 

 また、式終了後は保護者の方々と３年間の思い出を振り返ったり、生徒一人一人が保護者の方々に感謝の気持ちを

伝えたりするなど、感動的なホームルームになりました。 

 ４月からは社会人となり、それぞれの進路先での新しい生活が始まります。札幌伏見支援学校で学んだことを生か

し、それぞれの道で様々な人との出会いから学び、さらに素敵な大人になることを期待しています。 

高等部３学年の皆さん、御卒業おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


